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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
研
究
の
目
的
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
表
記
の
相
違
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
計

量
的
な
処
理
の
み
で
写
本
を
分
類
す
る
こ
と
と
、
そ
の
結
果
を
文
学
や
文
献
学
の
研
究
成
果
と
比
較
し
、
本
方
法
の
有
効
性
と
限
界
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
の
一
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、
紅
梅
本
と
す
る
）
［1］
の
本

文
を
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
相
対
的
な
位
置
付
け
を
試
み
た
調
査
報
告
を
行
う
。
計
量
文

献
学
は
、
本
文
が
持
つ
何
ら
か
の
特
徴
を
数
値
に
変
換
し
、
そ
れ
に
対
し
て
統
計
学
の
手
法
を
適
用
す
る
文
献
学
の
一
領
域
で
あ
る
。
本

調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
源
氏
物
語
の
各
巻
ご
と
に
写
本
本
文
を

分
類
す
る
。
写
本
間
の
比
較
対
象
に
用
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
は
、
紅
梅
本
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本（
以
下
、
日
大
本
）、
書
陵
部
蔵

三
条
西
家
本（
以
下
、
書
陵
部
本
）、
室
町
時
代
補
写
の
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
池
田
本
、
大
島
本
の
源
氏
物
語
の
前
半
部
分
で
あ
る「
桐

調
査
報
告
　
一
一
二
┃
四

N
g
r
a
m
を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
付
け
（1）

　
　
─
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
と
の
比
較
を
通
し
て
─

齊
藤
　
鉄
也
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壺
」か
ら「
篝
火
」ま
で
の
二
十
七
帖
、
計
百
七
十
八
写
本
で
あ
る
。
調
査
結
果
か
ら
、
紅
梅
本
に
は
、
表
記
の
点
か
ら
の
写
本
間
の「
距
離
」

が
非
常
に
近
く
、「
非
常
に
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
、
日
大
本
と
四
写
本
、
書
陵
部
本
と
一
写
本
、
保
坂
本
と
一
写
本
が
存
在

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
紅
梅
本
と「
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
、
日
大
本
と
六
写
本
、
書
陵
部
本
と
五
写
本
、
保

坂
本
と
六
写
本
、
大
正
大
学
本
と
七
写
本
、
大
島
本
と
三
写
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
日
大
本
を
中
心
と
し
た
複
数
の
源
氏
物

語
の
本
文
と
比
較
し
て
、
紅
梅
本
の
本
文
の
位
置
付
け
を
相
対
的
に
明
ら
か
に
し
、
現
存
す
る
写
本
と
の
分
類
や
書
承
関
係
に
関
す
る
作

業
仮
説
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
段
階
と
し
て
、
本
調
査
で
は
、
複
数
の
写
本
の
持
つ
本
文
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
本
文
の
表
記
の
異
同
が
似
て
い
る
写
本
を
探
索
す
る
。
仮
に
、
調
査
し
た
写
本
の
中
に
、
表
記
の
異
同
が
似
て
い
る
写
本
が

存
在
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
写
本
は
、
現
存
写
本
に
至
る
ま
で
の
転
写
の
過
程
に
共
通
の
写
本
や
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性
が
あ
る

写
本
、
忠
実
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
今
回
調
査
対
象
と
す
る
写
本
は
、
同
じ
本
文
系

統
に
分
類
さ
れ
る
、
書
写
年
代
の
近
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
同
一
人
物
が
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
写
本
を
含
む
こ
と
か
ら
、
表

記
の
異
同
が
似
て
い
る
写
本
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
親
子
関
係
や
兄
弟
関
係
と
い
っ
た
よ
り
世
代
の
近
い
写
本
で
あ
る
可
能
性
も
想
定

さ
れ
得
る
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
本
文
を
数
値
化
し
た
デ
ー
タ
に
統
計
分
析
を
応
用
す
る
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
文
分
類

は
、
文
学
や
文
献
学
の
研
究
者
の
知
識
を
用
い
て
、
語
や
文
と
い
っ
た
本
文
の
異
同
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
他
の
分



― 93 ―

一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

野
の
研
究
者
は
本
文
分
類
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
を
校
訂
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
研
究
者
に
と
っ
て
も
時
間
と
労
力

が
必
要
で
あ
り
、
大
量
の
写
本
に
対
し
て
行
う
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
複
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
基

準
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
調
整
と
修
正
に
も
時
間
が
か
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
調
査
で
は
、
表
記
を
対
象
と
し
て
、
大
量
の

写
本
を
調
査
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
文
学
や
文
献
学
の
知
識
は
用
い
ず
に
文
字
列
の
一
致
に
基
づ
く
機
械
的
な
処
理
に
基
づ
い
た
「
統
一

的
な
基
準
」
に
よ
り
処
理
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
本
文
分
類
と
異
な
っ
て
い
る
。
仮
に
本
調
査
の
結
果
の
考
察
か
ら
何
ら
か

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
文
の
調
査
の
効
率
化
が
可
能
と
な
る
利
点
が
あ
り
、
表
記
の
距
離
の
近
さ
と
い
っ
た
写
本
の
基
本

的
な
調
査
は「
自
動
的
に
」行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
、
研
究
者
に
よ
る
調
査
結
果
と
機
械
的
な
処
理
に

よ
る
調
査
結
果
を
問
わ
ず
、
複
数
の
手
法
に
基
づ
く
調
査
結
果
の
比
較
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
の
信
頼
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

加
え
て
、
近
年
、
写
本
の
出
版
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
画
像
公
開
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
崩
し
字
文
字
認
識
が
実
用
化
さ
れ

た
際
の
応
用
事
例
と
し
て
も
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
手
法
を
用
い
た
本
文
分
類
の
例
と
し
て
は
稿
者
に
よ
る
［2］
が
あ
る
。
そ
の
調
査
で
は
、
源
氏
物
語
の
う
ち
の
短
編
を
中
心
と
し
た

六
帖「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」の
全
文
と
、「
柏
木
」の
一
部
を
調
査
対
象
の
写
本
と
し
て
選
択
し
た
。
各

巻
ご
と
に
、
本
文
か
ら
五
文
字
の
文
字
列
を
生
成
し
、
そ
の
頻
度
デ
ー
タ
を
用
い
て
統
計
分
析
を
行
い
、
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ま
で
の
青
表
紙
本
系
統
、
河
内
本
系
統
、
別
本
群
と
い
っ
た
二
分
類
一
群
に
近
い
結
果
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
分
類
結

果
は
、
書
写
年
代
と
い
っ
た
書
誌
情
報
に
関
連
し
た
分
類
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
、
分
類
結
果
を
考
察
し
易
い
よ
う
に
調
査
対
象
と
す
る
写
本
を
選
択
し
た
。
具
体
的
に
は
、
調
査
対
象
写
本
を
、

青
表
紙
本
系
統
と
し
、
書
写
年
代
が
近
く
、
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
写
本
を
中
心
と
し
て
選
択
し
た
。
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三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

調
査
対
象
と
し
た
源
氏
物
語
の
巻
は
、
全
五
十
四
帖
の
う
ち
半
分
で
あ
る
「
桐
壺
」
か
ら
「
篝
火
」
ま
で
の
二
十
七
帖
で
あ
る
。
後
続
の

巻
に
関
し
て
の
調
査
結
果
は
続
報
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
調
査
対
象
と
し
た
写
本
は
、
紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
本
奥
書
に
明
応
四

（
一
四
九
五
）年
に
書
写
さ
れ
た
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
複
数
の
写
本
を
選
択
し
た
。
具
体
的
に
は
、
延
徳
元（
一
四
八
九
）年
か
ら
永
正
三（
一
五
〇
六
）年
の
間
に
書
写
さ
れ
た
書
陵
部
本
、

明
応
二（
一
四
九
三
）年
頃
に
書
写
さ
れ
た
大
正
大
学
本
と
、
永
正
年
間（
一
五
〇
四
─
一
五
二
一
）に
書
写
さ
れ
た
か（
と
さ
れ
る
）と
の
解

題
が
あ
る
室
町
期
補
写
の
保
坂
本
の「
桐
壺
」か
ら「
絵
合
」ま
で
の
十
七
帖
、
三
条
西
実
隆
に
よ
る
写
本
の
比
較
対
象
と
し
て
、
三
条
西
実

隆
、
公
条
、
公
順
が
大
永
五（
一
五
二
五
）年
と
享
禄
三
年
か
ら
四
年（
一
五
三
〇
─
一
五
三
一
）に
書
写
し
た
と
の
書
写
奥
書
が
あ
る
日
大

本
を
選
択
し
た
。
加
え
て
、
青
表
紙
本
系
統
の
写
本
と
し
て
池
田
本
と
大
島
本
を
選
択
し
た
。

　

分
析
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
対
象
に
、
仮
名
と
漢
字
、
改
行
位
置
を
同
一
と
し
て
い
る
。

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ
を
本
論
文
末
の
表
一
に
ま
と
め
た
。
表
一
で
は
、
写
本
名
と
仮
名
と
漢
字
の
文
字
数
、
文
字
数
に
占
め
る

漢
字
の
割
合
を
別
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
文
デ
ー
タ
の
調
査
範
囲
は
お
お
よ
そ
五
千
文
字
程
度
を
対
象
と
し
た
。
五
千
文
字
に
満
た
な
い

本
文
を
持
つ
巻
は
全
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

四　

調
査
方
法

　

本
調
査
で
用
い
た
写
本
の
本
文
デ
ー
タ
の
生
成
方
法
と
分
類
方
法
を
述
べ
る
。
生
成
方
法
で
は
、
調
査
対
象
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
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の
本
行
本
文
の
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
生
成
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
写
本
の
先
頭
文

字
か
ら
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
、
一
定
文
字
数（
N
文
字
）の
本
文
の
断
片（
N
g
r
a
m
）を
生
成
す
る
。
分
類
方
法
は
、
同
じ
文

字
列
を
集
計
し
た
頻
度
か
ら
計
算
し
た
写
本
間
距
離
に
よ
っ
て
、
表
記
の
似
た
本
文
の
分
類
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
本
文
デ
ー
タ
か
ら

次
の
手
順
で
処
理
す
る
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
。

（1）	

写
本
の
本
行
本
文
を
対
象
と
し
、
傍
記
は
対
象
と
し
な
い
。

（2）	

同
じ
巻
の
本
文
の
う
ち
、
写
本
間
で
同
一
の
調
査
対
象
範
囲
を
比
較
す
る
。

（3）	

作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
の
最
初
の
文
字
よ
り
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
最
後
ま
で
長
さ
五
文
字
の
文
字
列（5gram

）を
生
成
す
る

（4）	

同
一
の5gram

の
頻
度
を
集
計
し
、
こ
れ
を
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
と
す
る

　

分
類
方
法
は
、

（1）	

集
計
し
た5gram

の
頻
度
を
元
に
写
本
間
の
距
離
を
計
算
す
る

（2）	

写
本
間
距
離
に
対
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
、
可
視
化
す
る

と
い
う
手
順
で
行
う
。
可
視
化
す
る
統
計
手
法
は
、「
教
師
情
報
」と
呼
ば
れ
る
既
知
の
分
類
結
果
が
、
事
前
に
明
ら
か
で
な
い
デ
ー
タ
に

対
し
て
、
デ
ー
タ
の
特
徴
だ
け
に
基
づ
い
て
分
類
す
る「
教
師
な
し
分
類
手
法
」を
用
い
る
。
詳
細
は
注
一
に
ま
と
め
た
。

　

本
方
法
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
同
義
の
本
文
異
同
も
、
本
文
の
相
違
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
写

本
の
持
つ
表
記
や
用
字
の
相
違
を
反
映
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
た
め
、例
え
ば
、青
表
紙
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
二
つ
の
写
本
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ら
の
写
本
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
場
合
、
写
本
間
の
距
離
は
遠
く
な
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
デ
ー
タ
を
用
い

た
写
本
間
距
離
が
近
い
場
合
は
、
本
文
に
加
え
て
、
表
記
ま
で
含
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
、
写
本
の
本
文
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
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五　

短
編
の
写
本
間
距
離
の
調
査
結
果

　

前
稿
［2］
で
調
査
対
象
と
し
た「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」の
全
文
と「
柏
木
」の
一
部
、尊
経
閣
文
庫
本（
以
下
、

尊
経
閣
本
と
す
る
）「
柏
木
」の
定
家
筆
部
の
約
三
千
文
字
に
対
応
し
た
調
査
範
囲
を
対
象
に
、「
本
文
が
類
似
し
て
い
る
」と
の
指
摘
が
あ

る
写
本
間
の
距
離
に
基
づ
い
て
閾
値
と
な
る
距
離
を
決
め
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
表
二
に
ま
と
め
た
。
写
本
間
の
距
離
は
、
調
査
対
象
の

本
文
が
長
い
ほ
ど
本
文
の
異
同
箇
所
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
長
い
本
文
を
持
つ
巻
を
対
象
と
し
た
場
合
は
、
そ
の

距
離
が
よ
り
遠
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

表
二
に
採
用
し
た
写
本
と
し
て
、
本
文
間
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
間
関
係
と
、
本
文
間
が「
似
て
い
る
」と
の
指

摘
が
あ
る
写
本
間
関
係
を
取
り
上
げ
た
［3］
。
本
文
間
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
に
は
、

（1）	

尊
経
閣
本
と
明
融
臨
模
本
の「
柏
木
」の
距
離
、

（2）	

本
文
が
似
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
池
田
本
と
明
融
臨
模
本
の「
桐
壺
」「
花
宴
」と
の
距
離
、

（3）	

行
詰
、字
詰
め
、漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
が
同
一
と
の
指
摘
が
あ
る
日
大
本
と
中
院
文
庫
本
の「
空
蝉
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」

「
柏
木
」の
一
部「
鈴
虫
」と
の
距
離
、

を
参
考
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
写
本
間
距
離
が
、
条
件
を
厳
し
く
す
れ
ば0.05

ま
た
は0.10

よ
り
小
さ
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
文
が「
非
常

に
似
て
い
る
」と
し
た
。
本
文
長
が
短
い
写
本
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、「
非
常
に
似
て
い
る
」と
の
閾
値
を0.10

よ
り

小
さ
い
、
と
し
た
。
ま
た
、
本
文
間
が「
似
て
い
る
」と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
に
は
、
本
文
の
同
一
系
統
内
で
異
同
が
少
な
い
と
の
指
摘
が

あ
る
河
内
本
の
写
本
間
距
離
を
参
考
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
写
本
間
距
離
が
、
条
件
を
厳
し
く
す
れ
ば0.15

ま
た
は0.20

よ
り
小
さ
い

の
で
あ
れ
ば
、
本
文
が
「
似
て
い
る
」
と
し
た
。
こ
れ
も
同
様
に
本
文
長
が
短
い
写
本
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、「
似
て



― 97 ―

一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

い
る
」
と
の
閾
値
を0.20

よ
り
小
さ
い
、
と
し
た
。
写
本
を
転
写
す
る
際
に
、
よ
り
多
く
の
漢
字
を
用
い
て
書
写
す
る
と
、
写
本
間
距
離

は
遠
く
な
る
。
表
二
で
は
、
尾
州
家
本
と
高
松
宮
家
本
の「
花
宴
」が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
、
表
記
の
異
同
の
点
か
ら
は「
似
て
い
る
」と
は

言
え
ず
、
写
本
間
距
離
の
閾
値
の
考
慮
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
の
閾
値
は
、
今
回
の
調
査
で
暫
定
的
に
決
定
し
た
数
値
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
写
本
の
調
査
結
果
に
よ
っ

て
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

表
二　

参
考
と
し
た
短
編
の
写
本
間
距
離
の
一
覧

巻名 写本名 漢字率 写本名 漢字率 距離

柏木 尊経閣本 6.4% 明融臨
模本 6.4% 0.01

桐壺 池田本 9.3% 明融臨
模本 9.3% 0.05

花宴 池田本 7.9% 明融臨
模本 7.7% 0.07

空蝉 日大本 5.3% 中院文
庫本 5.3% 0.03

花散里 日大本 5.7% 中院文
庫本 5.8% 0.04

関屋 日大本 5.2% 中院文
庫本 5.3% 0.04

篝火 日大本 7.2% 中院文
庫本 7.2% 0.03

柏木
（一部）日大本 5.4% 中院文

庫本 5.3% 0.03

鈴虫 日大本 6.5% 中院文
庫本 6.5% 0.04

花宴 尾州家本 5.5% 伝為家
本 5.2% 0.09

柏木
（一部）尾州家本 2.6% 伝為家

本 2.6% 0.07

鈴虫 尾州家本 6.3% 伝為家
本 6.3% 0.11

空蝉 尾州家本 4.0% 高松宮
家本 4.7% 0.18

花宴 尾州家本 5.5% 高松宮
家本 8.8% 0.35

花散里 尾州家本 3.6% 高松宮
家本 3.7% 0.07

関屋 尾州家本 3.3% 高松宮
家本 4.1% 0.13

篝火 尾州家本 9.3% 高松宮
家本 8.4% 0.12

柏木
（一部）尾州家本 2.6% 高松宮

家本 3.7% 0.08

鈴虫 尾州家本 6.3% 高松宮
家本 7.1% 0.17
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六　

各
帖
の
写
本
間
距
離
と
考
察

　

調
査
対
象
と
し
た
七
写
本
の
写
本
間
距
離
を
求
め
可
視
化
し
、
前
節
で
求
め
た
写
本
間
距
離
の
閾
値
を
用
い
て
、
本
文
が
似
て
い
る
写

本
を
探
索
す
る
。
各
帖
の
図
は
本
稿
末
に
掲
載
し
た
。
こ
こ
で
は
各
帖
の
調
査
結
果
を
集
約
し
た
表
に
基
づ
い
て
考
察
を
述
べ
る
。
表
三
、

四
で
は
、
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」ま
た
は「
似
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
の
巻
数
を
表
し
て
い
る
。
表
中
の
列
方
向
の
写
本
名
は
、

略
称
と
し
て
、
写
本
名
の
先
頭
文
字
を
省
略
し
た
一
文
字
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。
大
正
大
学
本
の
略
称
と
し
て「
正
」を
用
い
て
い
る
。

六
．
一　

本
文
が
「
非
常
に
似
て
い
る
」
写
本

　

本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」と
分
類
さ
れ
る
写
本
を
表
三
に
ま
と
め
た
。
本
文
が「
非
常
に
似
て
い
る
」写
本
は
少
な
い
中
で
、
紅
梅
本

と
日
大
本
の
写
本
間
距
離
が「
非
常
に
似
て
い
る
」写
本
は「
桐
壺
」「
帚
木
」「
空
蝉
」「
夕
顔
」で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
大
本
が
公
条
筆

と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
は
、
表
二
の
日
大
本
と
中
院
文
庫
本
と
同
程
度
に
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
紅
梅
本

と
日
大
本
の
写
本
は
書
承
関
係
の
世
代
が
近
い
写
本
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
日
大
本
の「
桐
壺
」か
ら「
空
蝉
」ま
で
は
大
永
五
年
と
書
写
奥
書
が
あ
る
。「
夕
顔
」の
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
名
字
母

の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
は
大
永
五
年
書
写
の
写
本
と
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
［4］
。
ま
た「
若
紫
」は
、
日
大
本
と
池
田
本
の
写

本
間
距
離
が「
非
常
に
似
て
い
る
」こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
大
本「
若
紫
」は
公
条
筆
で
あ
り
、
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
点
か
ら
は

大
永
五
年
書
写
の
写
本
よ
り
も
享
禄
三
年
と
書
写
奥
書
が
あ
る
写
本
に
近
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
大
本

「
若
紫
」は
、
大
永
五
年
か
ら
享
禄
三
年
ま
た
は
四
年
の
間
に
、
池
田
本
と
表
記
が
似
た
写
本
を
親
本
と
し
て
、
書
写
さ
れ
た
写
本
の
可
能

性
を
指
摘
で
き
る
。
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加
え
て
、
紅
梅
本
と
書
陵
部
本「
篝
火
」の
本
文
が
表
記
の
点
か
ら
も「
非
常
に
似
て
い
る
」こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
既
に

参
考
文
献［
1
］に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
の
調
査
方
法
と
同
じ
結
果
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
本
手
法
の
結
果
が
、
一
定
の
妥
当

性
を
持
つ
こ
と
を
表
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

六
．
二　

本
文
が
「
似
て
い
る
」
写
本

　

本
文
が「
似
て
い
る
」と
分
類
さ
れ
る
写
本
を
表
四
に
ま
と
め
た
。
全
体
的
に
本
文
が「
似
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
は
多
い
。
そ
の
中

で
も
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
学
本
、
大
島
本
は
、
互
い
に「
似
て
い
る
」写
本
が
多
い
、
と
言
え
る
。
表
記
の
点
か
ら
、
写
本
の
時
間
的
な

前
後
関
係
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
写
本
の
書
承
関
係
が
近
い
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
紅
梅
本
も
書
陵
部
本
、
保
坂
本
、

大
正
大
学
本
、
日
大
本
と「
似
て
い
る
」写
本
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
写
本
と
の
関
係
の
調
査
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

　

ま
た
、本
文
が「
似
て
い
る
」写
本
の
中
に
は
、三
つ
ま
た
は
四
つ
の
写
本
と
互
い
に「
似
て
い
る
」写
本
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、「
桐
壺
」

に
関
し
て
は
紅
梅
本
と
日
大
本
が「
非
常
に
似
て
い
る
」こ
と
に
加
え
て
、
書
陵
部
本
と
保
坂
本
を
含
め
た
四
写
本
が「
似
て
い
る
」関
係
に

あ
る
。
こ
の
関
係
は
本
稿
末
の
樹
形
図
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
写
本
間
関
係
の
詳
細
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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表
三　
「
非
常
に
似
て
い
る
」写
本
の
巻
数　
　
　

表
四　
「
似
て
い
る
」写
本
の
巻
数

書陵部本 保坂本 大正大学本 日大本 池田本 大島本
紅 27 7 1, 2, 3, 4
書
保 8
正 27
日 5
池

書陵部本 保坂本 大正大学本 日大本 池田本 大島本

紅
1,2,7,
17,18

1,8,10,
13,14,16

3,7,8,
17,18,23,

24

7,22,24,
25,26,27 17,18,19

書
1,7 7,14,16,17,18,20,21

1,2,6,7,
27 4,6

9,14,16,
17,18,20,
25,26

保
7 1,7,12

正
3,7,24 6,14,16,

17,18,20

日
6,13,17,

20 5

池
5
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七　

ま
と
め

　

紅
梅
本
は
、
奥
書
に
よ
る
と
実
隆
筆
の
親
本
を
少
な
く
と
も
二
度
転
写
さ
れ
て
い
る
が
、
表
記
の
点
か
ら
は
、
日
大
本
や
書
陵
部
本
、

保
坂
本
、
大
正
大
学
本
と
い
っ
た
写
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
、
大
永
五
年
に
書
写
し
た

と
さ
れ
る
写
本
を
含
む
公
条
筆
日
大
本「
桐
壺
」か
ら「
夕
顔
」ま
で
と
の
写
本
間
距
離
が
近
い
。
ま
た
、
紅
梅
本
は
書
陵
部
本
、
保
坂
本
、

大
正
大
学
本
、
日
大
本
と「
似
て
い
る
」写
本
が
多
い
。
表
記
の
点
か
ら
の
距
離
の
近
さ
は
、
写
本
の
書
承
関
係
の
近
さ
を
表
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
調
査
で「
非
常
に
似
て
い
る
」ま
た
は「
似
て
い
る
」と
の
関
係
が
あ
る
写
本
に
対
し
て
は
、
詳
細
な
調
査

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

謝
辞

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP19K

00349

の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

注（1）	

本
文
の5gram

を
生
成
す
る
手
法
は
、
本
文
の
先
頭
文
字
か
ら
五
文
字
ず
つ
順
に
本
文
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
文
字

ず
つ
ず
れ
た
五
文
字
の
本
文
の
断
片
が
以
下
、
調
査
対
象
範
囲
の
最
後
ま
で
順
に
生
成
さ
れ
る
。
文
字
列
の
長
さ
に
関
し
て
は
、
今
後
、
分
類

に
適
し
た
文
字
数
を
探
索
す
る
予
定
で
あ
る
。

	

　

本
調
査
で
は
、
異
な
る
巻
を
同
一
の
尺
度
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
に
は
、
情
報
検
索
の
分
野
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
コ
サ
イ
ン（cosine

）距
離
を
用
い
る
。
コ
サ
イ
ン
距
離
は
、
距
離
が
0
か
ら
1
の
間
で
表
さ
れ
る
。
写
本
間
距
離
が
0
の
場

合
は
、
そ
の
本
文
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

	

　

比
較
対
象
と
す
る
写
本
間
距
離
の
数
は
、
調
査
対
象
と
す
る
写
本
が
七
種
類
で
あ
る
場
合
、
そ
の
う
ち
の
二
写
本
の
組
み
合
わ
せ
は
二
十
一

通
り
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、そ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
を
表
に
ま
と
め
る
よ
り
も
、よ
り
小
さ
い
写
本
間
距
離
に
着
目
し
易
い
よ
う
な
図
に
よ
っ
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て
考
察
す
る
こ
と
が
適
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
互
い
に
近
い
写
本
間
距
離
を
持
つ
写
本
を
可
視
化
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
用
い
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本
間
関
係
が
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、
互
い
に
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
グ
ル
ー
プ
を

構
成
す
る
。
本
調
査
で
は
写
本
の
グ
ル
ー
プ
の
構
成
方
法
と
し
て
、
写
本
間
距
離
が
最
も
遠
い
距
離
を
群
間
距
離
と
し
て
採
用
す
る
、
最
遠
距

離
法
を
用
い
る
。

出
典

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に
書
名
の
な
い
写
本
は
源
氏
物
語
を
表
し
て
い
る
。

・
紅
梅
本（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
） 
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ
り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

・
書
陵
部
蔵
本（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T
oshoryo/D

etail/1000629260000

・
保
坂
本 

保
坂
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
四
巻 

お
う
ふ
う 

一
九
九
五
─
一
九
九
六

・
大
正
大
学
本 

大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所 
源
氏
物
語
写
本 https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

・
日
大
本（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
） 

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
五
巻
三
条
西
家
証
本 

八
木
書
店 

一
九
九
五

・
池
田
本 

源
氏
物
語
池
田
本
一
～
五 

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

天
理
図
書
館
附
属
天
理
図
書
館
編 

八
木
書
店 

二
〇
一
六

・
大
島
本 

大
島
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
五
巻 

角
川
書
店 
一
九
九
六

写
本
間
距
離
を
計
算
す
る
た
め
に
用
い
た
写
本
も
同
様
で
あ
る
。

・
尊
経
閣
本「
柏
木
」 

源
氏
物
語 – 

花
ち
る
さ
と
・
か
し
は
木 

青
表
紙
原
本 
雄
松
堂
書
店
一
九
七
九 

・
明
融
臨
模
本「
桐
壺
」「
花
宴
」「
柏
木
」東
海
大
学
桃
園
文
庫
影
印
刊
行
委
員
会
編 

東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
第
一
、二
巻 

東
海
大
学
出
版

会 

一
九
九
〇

・
中
院
文
庫
本 

京
都
大
学
附
属
図
書
館 

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
　
　
　
　

https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00007030
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

・
尾
州
家
本 

尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
五
巻 

原
本
所
蔵
・
監
修 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫 

八
木
書
店 

二
〇
一
〇
─
二
〇
一
二

・
高
松
宮
家
本 

高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
九
巻 

臨
川
書
店 

一
九
七
三
─
一
九
七
四

・
伝
為
家
本「
花
宴
」國
學
院
大
学
蔵 

國
學
院
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

源
氏
物
語 

花
宴 

河
内
本

　
　
　
　

https://opac.kokugakuin.ac.jp/digital/diglib/genjihana2699/genjihana2699_02.htm
l

・
伝
為
家
本「
柏
木
」日
本
大
学
蔵 

日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー 

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
十
三
巻
鎌
倉
期
諸
本
集
一 

八
木
書
店 

一
九
九
六

・
伝
為
家
本
「
鈴
虫
」
天
理
図
書
館
蔵 

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
（
編
） 

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
三
十
巻
源
氏
物
語

諸
本
集
二 

天
理
図
書
館
出
版
部
一
九
七
八

参
考
文
献

［1］	

上
野
英
子「
源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界
─
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
」武
蔵
野
書
院
二
〇
一
九

［2］	

齊
藤
鉄
也
「
仮
名
のN

gram

を
用
い
た
源
氏
物
語
写
本
の
系
統
分
類
の
試
み
」
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集V

ol.2017 
N
o.1 89-96 （D

ec.2017

）

［3］	

大
内
英
範「
源
氏
物
語
鎌
倉
期
本
文
の
研
究
」お
う
ふ
う
二
〇
一
〇

［4］	

齊
藤
鉄
也「
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
用
い
た
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
源
氏
物
語
の
調
査
」人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文

集V
ol.2018 N

o.1 59-66

（D
ec. 2018

）
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表
一　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
一
覧

紅梅本 書陵部本 保坂本
巻 仮名 漢字 漢字率 仮名 漢字 漢字率 仮名 漢字 漢字率
01 5688 537 8.6% 5828 477 7.6% 5857 469 7.4%
02 5814 373 6.0% 5876 356 5.7% 5565 515 8.5%
03 4582 262 5.4% 4601 243 5.0% 4464 322 6.7%
04 5341 497 8.5% 5746 304 5.0% 5568 403 6.7%
05 5456 414 7.1% 5414 452 7.7% 5370 468 8.0%
06 5564 404 6.8% 5615 385 6.4% 5546 422 7.1%
07 5835 578 9.0% 5617 667 10.6% 5762 605 9.5%
08 5828 356 5.8% 4046 417 9.3% 4272 314 6.8%
09 5150 407 7.3% 5991 505 7.8% 5790 590 9.2%
10 5710 610 9.7% 5436 743 12.0% 5563 682 10.9%
11 1602 97 5.7% 1542 120 7.2% 1585 114 6.7%
12 3414 288 7.8% 5527 465 7.8% 5485 466 7.8%
13 5939 375 5.9% 5531 564 9.3% 5738 470 7.6%
14 5698 563 9.0% 5826 540 8.5% 5661 578 9.3%
15 5852 588 9.1% 6012 518 7.9%
16 1964 120 5.8% 1943 137 6.6% 1917 136 6.6%
17 5578 541 8.8% 5587 529 8.6% 5449 606 10.0%
18 5488 389 6.6% 5413 416 7.1%
19 5187 375 6.7% 5574 349 5.9%
20 5431 355 6.1% 5201 453 8.0%
21 5582 556 9.1% 5589 581 9.4%
22 5278 256 4.6% 5173 327 5.9%
23 6077 364 5.7% 6241 290 4.4%
24 5729 436 7.1% 5571 510 8.4%
25 6394 270 4.1% 6172 376 5.7%
26 6018 407 6.3% 5999 412 6.4%
27 1343 117 8.0% 1360 112 7.6%
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

大正大学本 日大本 池田本 大島本
巻 仮名 漢字 漢字率 仮名 漢字 漢字率 仮名 漢字 漢字率 仮名 漢字 漢字率
01 5695 520 8.4% 5670 540 8.7% 5619 105 9.0% 5547 635 10.3%
02 5764 413 6.7% 5804 376 6.1% 5895 326 5.2% 5883 334 5.4%
03 4566 269 5.6% 4582 257 5.3% 4591 251 5.2% 4677 217 4.4%
04 5624 361 6.0% 5325 503 8.6% 5723 313 5.2% 5677 339 5.6%
05 5297 511 8.8% 5480 420 7.1% 5502 420 7.1% 5469 421 7.1%
06 5623 393 6.5% 5585 388 6.5% 5554 388 6.5% 5610 401 6.7%
07 5683 642 10.2% 5777 586 9.2% 5709 594 9.4% 5750 596 9.4%
08 4261 314 6.9% 4319 304 6.6% 4172 356 7.9% 4178 369 8.1%
09 5805 593 9.3% 6148 422 6.4% 6104 436 6.7% 5935 522 8.1%
10 5291 808 13.2% 6282 332 5.0% 5287 526 9.0% 5679 614 9.8%
11 1681 115 6.4% 1591 97 5.7% 1568 110 6.6%
12 5072 671 11.7% 5492 452 7.6% 5504 468 7.8% 5462 450 7.6%
13 5473 577 9.5% 5938 359 5.7% 5875 395 6.3% 5465 583 9.6%
14 5702 573 9.1% 6333 289 4.4% 5722 558 8.9% 5803 542 8.5%
15 5978 542 8.3% 6240 366 5.5% 6157 396 6.0% 6244 414 6.2%
16 1967 127 6.1% 1989 110 5.2% 1991 94 4.5% 1956 133 6.4%
17 5535 554 9.1% 5756 444 7.2% 5763 419 6.8% 5579 535 8.8%
18 5442 409 7.0% 5600 320 5.4% 5453 368 6.3% 5522 375 6.4%
19 5337 481 8.3% 5740 286 4.7% 5477 397 6.8% 5438 437 7.4%
20 5506 325 5.6& 5353 360 6.3% 5324 370 6.5% 5508 324 5.6%
21 5605 566 9.2% 5988 373 5.9% 5534 560 9.2% 5615 527 8.6%
22 4996 396 7.3% 18053 678 3.6% 5469 166 2.9% 5006 377 7.8%
23 6113 339 5.3% 6145 306 4.7% 5976 382 6.0% 5506 646 10.5%
24 5822 370 6.0% 5878 371 5.9% 5808 403 6.5% 6570 400 5.7%
25 5792 498 7.9% 6423 235 3.5% 6045 384 6.0% 6128 388 6.0%
26 5637 600 9.6% 5981 407 6.4% 6063 348 5.4% 6694 410 5.8%
27 1370 107 7.2% 1356 105 7.2% 1289 114 8.1% 1360 109 7.4%
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図　

各
巻
の
写
本
間
距
離
の
樹
形
図

写
本
間
関
係
は
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、「
非
常
に
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る
閾
値
で
あ
る
写
本
間
距
離
を
実
線
で
、「
似
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
る

閾
値
で
あ
る
写
本
間
距
離
を
点
線
で
表
し
て
い
る
。

「
桐
壺
」

・	

書
陵
部
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
四
写
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は「
似
て
い
る
」。
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
帚
木
」

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は「
似

て
い
る
」。

「
空
蝉
」

・	
日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は

「
似
て
い
る
」。
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「
若
紫
」

・	
日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	
こ
れ
ら
二
写
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は
「
似

て
い
る
」。

「
夕
顔
」

・	

書
陵
部
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。



― 109 ―

一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
末
摘
花
」

・	

書
陵
部
本
と
日
大
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
の
他
に
、
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本

文
は「
似
て
い
る
」。

「
紅
葉
賀
」

・	
大
正
大
学
本
と
日
大
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	
こ
の
二
写
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

紅
梅
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
五
写
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は「
似
て
い
る
」と

言
え
る
。
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「
花
宴
」

・	

大
正
大
学
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
葵
」

・	
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
賢
木
」

・	

紅
梅
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
花
散
里
」

・	
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」と
言
え
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。
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「
須
磨
」

・	

日
大
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
明
石
」

・	
紅
梅
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。



― 113 ―

一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
澪
標
」

・	

紅
梅
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
蓬
生
」

・	
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
が「
似
て
い
る
」と
言
え
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。
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「
関
屋
」

・	

紅
梅
本
と
保
坂
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
絵
合
」

・	
大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	
こ
れ
ら
二
写
本
と
書
陵
部
本
が
、
続
い
て
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文

は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
と
は
別
に
、
日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」と
言
え

る
。
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
松
風
」

・	

大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

大
島
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
四
写
本
の
写
本
間
距
離
は
相
対
的
に
近
い
と
言
え
、
互
い
に
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
薄
雲
」

・	
大
島
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。
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「
朝
顔
」

・	

大
正
大
学
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
と
は
別
に
、
日
大
本
と
池
田
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
乙
女
」

・	
大
正
大
学
本
と
書
陵
部
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。
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一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
玉
鬘
」

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
初
音
」

・	
大
正
大
学
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。
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「
胡
蝶
」

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

こ
れ
ら
二
写
本
と
大
正
大
学
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
蛍
」

・	
書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。



― 119 ―

一一二━四　Ngramを用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（1）

「
常
夏
」

・	

日
大
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

書
陵
部
本
と
大
島
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

「
篝
火
」

・	
書
陵
部
本
と
紅
梅
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。

・	
こ
れ
ら
二
写
本
と
日
大
本
の
写
本
間
距
離
が
相
対
的
に
近
く
、
本
文
は「
似
て
い
る
」。

・	

大
島
本
と
大
正
大
学
本
の
写
本
間
距
離
が
近
く
、
本
文
は「
非
常
に
似
て
い
る
」。


